
第1図　組織形態別にみた集落営農組織割合 
資料：農林水産省経営局，農林水産政策研究所調べ． 
注．図中の数値は，組織数の実数． 
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 は
じ
め
に
 

 　
農
林
水
産
政
策
研
究
所（
以
下
「
政
策
研
」

と
い
う
。）」
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
た
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策（
以

下
、「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
と
い
う
。
）の
下
、

各
地
域
で
集
落
営
農
組
織
の
設
立
等
が
地
域

農
業
や
農
地
の
利
用
集
積
等
に
ど
の
よ
う
な

影
響
（
効
果
）
を
生
じ
さ
せ
る
か
に
つ
い
て

継
続
的
に
把
握
・
検
証
し
、
今
後
の
地
域
農

業
の
発
展
の
方
向
性
と
農
業
構
造
の
変
化
を

予
測
す
る
た
め
の
研
究
を
、
19
年
度
よ
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

本
報
告
で
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
初

年
度
の
調
査
・
分
析
の
成
果
を
紹
介
す
る
。
 

 

１
　
調
査
対
象
と
 

　
　
研
究
の
体
制
 

 　
本
研
究
で
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
導

入
を
機
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
集
落
営
農
組
織

を
中
心
に
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
農

林
水
産
省
経
営
局
、
各
道
府
県
の
普
及
組
織

の
協
力
を
得
て
紹
介
い
た
だ
い
た
組
織
等
の

中
か
ら
、
経
営
所
得
安
定
対
策
へ
の
加
入
集

落
営
農
組
織
の
地
域
別
分
布
を
考
慮
し
て
調

査
対
象
を
決
定
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
調

査
対
象
に
対
し
て
、
３
年
間
の
継
続
的
な
調

査
（
定
点
観
測
的
な
調
査
）
を
行
う
こ
と
を

原
則
と
し
、
19
年
度
に
お
い
て
は
、
最
終
的

に
全
国
で
69
の
集
落
営
農
組
織
及
び
認
定
農

業
者
30
人
に
対
す
る
調
査
・
分
析
を
行
っ
た
。
 

　
ま
た
、
集
落
営
農
組
織
の
分
析
を
地
域
の

特
性
を
十
分
に
踏
ま
え
て
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
、
全
国
ベ
ー
ス
で
の
分
析
と
地
域
別
の

分
析
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
効
果
的
な
分
析
が
行
え
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
等
か
ら
、
政
策
研
を
中
心
に
、
大
学
、

試
験
研
究
機
関
、
普
及
組
織
等
の
参
画
も
得

て
、
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
調
査
・

分
析
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

 

2
　
調
査
対
象
集
落
営
農
 

　
　
組
織
の
位
置
づ
け
 

 　
経
営
所
得
安
定
対
策
に
加
入
し
て
い
る
集

落
営
農
組
織
　（１）

と
本
調
査
の
対
象
集
落
営
農

組
織
と
で
、
組
織
形
態
別
の
集
落
営
農
組
織

割
合
の
比
較
を
行
う
と
、
本
調
査
の
対
象
組

織
の
方
が
法
人
の
割
合
で
高
く
、
そ
の
他
任

意
組
織
の
割
合
で
低
く
な
っ
て
お
り
、
特
定

農
業
団
体
の
比
率
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
差

は
見
ら
れ
な
い（
第
1
図
）
。
 

　
な
お
、
第
1
図
で
は
、
対
策
加
入
組
織
全

体
に
は
、
法
人
と
し
て
特
定
農
業
法
人
の
み

が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本

調
査
対
象
組
織
に
は
、
法
人
化
し
た
上
で
認

定
農
業
者
と
し
て
対
策
に
加
入
し
て
い
る
が
、

特
定
農
業
法
人
に
は
な
っ
て
い
な
い
法
人
も

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
、
加

入
組
織
全
体
と
本
調
査
対
象
組
織
と
で
は
、

そ
れ
ほ
ど
の
違
い
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
次
に
、
統
計
が
把
握
す
る
経
営
所
得
安
定

対
策
に
加
入
ま
た
は
加
入
予
定
の
集
落
営
農

組
織
と
本
調
査
の
対
象
組
織
と
で
、
経
営
面

積
と
作
業
受
託
面
積
と
を
合
わ
せ
た
利
用
集

積
面
積
規
模
別
の
分
布
を
比
較
す
る
と
、
本

調
査
の
対
象
組
織
は
統
計
数
値
と
同
様
の
分

布
と
な
っ
て
お
り
（
第
2
図
）
、
参
加
農
家
戸

数
規
模
別
で
も
統
計
と
同
様
の
分
布
に
な
っ

て
い
る（
第
3
図
）
。
 

 

3
　
地
域
別
等
で
見
た
集
落
営
農
 

　
　
組
織
の
立
ち
上
げ
に
よ
る
 

　
　
地
域
農
業
、農
業
経
営
へ
の
影
響
 

 　
こ
れ
ま
で
、
西
日
本
を
中
心
に
し
た
中
山

間
地
域
等
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
等
に
よ
る

担
い
手
不
足
に
対
応
し
た
地
域
農
業
の
維
持
・

経営所得安定対策下における 
農業経営組織の設立等が 

地域農業、農地利用集積等に与える影響 

経営所得安定対策下における 
農業経営組織の設立等が 

地域農業、農地利用集積等に与える影響 



第4図　調査対象集落営農組織の立ち上げ前の状態別にみた 
地域農業、農業経営への効果 　　　　　　 

第2図　集積面積規模別の集落営農組織割合 

第3図　参加農家戸数規模別の集落営農組織割合 

資料：平成19年集落営農実態調査結果（農林水産省統計部）組み替え集計，
農林水産政策研究所調べ． 

注．統計部調査とは，「平成19年集落営農実態調査」（平成19年２月１日現在）
により把握した水田・畑作経営所得安定対策に加入または加入予定の集
落営農組織5,654である． 
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資料：農林水産政策研究所調べ． 
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0
機械所有の合理
化、共同作業化に
よる生産性向上 

認定農業者の取り
込み等による若い
担い手の確保 

農地の維持・保
全や農地の利用
集積の増進 

新規部門導入等
による高齢者の活
用、経営の安定 

地域農業や農
業経営への目に
見えた効果なし 

既に集落営農として経営　　　　前身組織ありで立ち上げ 
前身組織なしで立ち上げ 

保
全
の
た
め
に
、
ま
た
、
東
日
本
を
中
心
に

し
た
平
地
農
業
地
域
等
に
お
い
て
は
、
１
ha

区
画
を
中
心
と
し
た
大
区
画
圃
場
整
備
事
業

の
実
施
に
よ
る
農
地
の
利
用
集
積
や
大
型
機

械
の
導
入
に
対
応
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ

集
落
営
農
組
織
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
き
た
と

言
わ
れ
て
い
る

　（２）

。
 

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
今
回
の
経
営
所

得
安
定
対
策
の
導
入
を
受
け
て
、
同
対
策
へ

の
加
入
に
向
け
て
新
た
な
集
落
営
農
組
織
が

数
多
く
立
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
既

存
の
集
落
営
農
組
織
の
多
く
で
も
組
織
の
見

直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
集
落
営
農
組
織
が
、

立
ち
上
げ
、
あ
る
い
は
見
直
し
間
も
な
い
状

態
で
あ
り
、
ま
た
、
調
査
対
象
組
織
の
選
定

に
少
な
か
ら
ず
偏
り
が
あ
る
た
め
、
結
論
を

導
く
に
は
十
分
な
情
報
が
揃
っ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
。
し
か
し
、
こ
の
前
提
を
踏
ま
え

た
上
で
、
研
究
初
年
度
の
19
年
度
で
は
、
現

時
点
に
お
い
て
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
導

入
を
機
に
、
多
く
の
集
落
営
農
組
織
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
り
再
編
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
が
、

地
域
農
業
や
農
業
経
営
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
集
落
営
農
組
織
か
ら
の
回
答
を
基
に
以

下
の
４
つ
の
効
果
に
分
け
て
分
析
し
た

　（３）

。
 

①
機
械
所
有
の
合
理
化
、
共
同
作
業
化
に
よ

る
生
産
性
向
上
、
②
認
定
農
業
者
の
取
り
込

み
等
に
よ
る
地
域
農
業
の
若
い
担
い
手
の
確

保
、
③
農
地
の
維
持
・
保
全
や
農
地
の
利
用

集
積
の
増
進
、
④
新
規
部
門
の
導
入
等
に
よ

る
高
齢
者
の
活
用
、
経
営
の
安
定
 

 （１）　
集
落
営
農
組
織
の
設
立
前
の
状
態
別
 

　
に
見
た
影
響
 

　
既
に
こ
れ
ま
で
集
落
営
農
組
織
と
し
て
の

実
態
が
あ
り
、
経
営
と
し
て
発
展
し
て
い
る

集
落
営
農
組
織
の
方
が
、
立
ち
上
げ
間
も
な

い
組
織
よ
り
も
、
地
域
農
業
や
農
業
経
営
に

与
え
る
効
果
も
大
き
く
、
広
範
に
及
ぶ
と
考

え
ら
れ
る
。一
方
、今
回
の
経
営
所
得
安
定
対

策
の
導
入
を
睨
ん
で
立
ち
上
げ
ら
れ
て
間
も

な
い
集
落
営
農
組
織
に
お
い
て
も
、
組
織
の

立
ち
上
げ
自
体
に
よ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
 

　
こ
の
た
め
、
地
域
農
業
や
農
業
経
営
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
、
集
落
営
農
組
織
の
立

ち
上
げ
前
の
状
態
の
違
い
に
よ
る
分
析
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
が

確
認
さ
れ
た（
第
4
図
）　（４）
。
 

　
４
つ
の
効
果
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
既

に
集
落
営
農
組
織
と
し
て
経
営
実
態
の
あ
る

組
織（
69
組
織
中
23
組
織
）、
前
身
と
な
る

何
ら
か
の
組
織
が
あ
っ
た
組
織（
29
組
織
）、

前
身
と
な
る
組
織
的
な
取
組
が
な
か
っ
た
組

織
（
17
組
織
）
の
順
に
、
効
果
の
出
て
い
る

組
織
の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
 

　
特
に
、
前
身
と
な
る
何
ら
か
の
組
織
が
あ

っ
た
組
織
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
組
織
で
何
ら
か

の
効
果
が
出
て
い
る（
29
組
織
中
27
組
織
）。 

　
こ
れ
に
対
し
て
、
前
身
と
な
る
組
織
的
な

取
組
が
な
か
っ
た
組
織
で
も
、
J
A
、
普
及
組

織
、
市
町
村
等
の
強
力
な
指
導
の
下
で
、
あ
る

い
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
農
協
、
市
町
村
、
企

業
等
の
Ｏ
Ｂ
や
現
職
が
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
周
囲
を
引
っ
張
る
こ
と
で
、
一
部
の
組

織
で
は
営
農
主
体
と
し
て
の
形
を
急
速
に
整

え
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
何
ら
か
の
効
果

を
発
揮
し
始
め
て
い
る
（
17
組
織
中
９
組
織
）。 

　
以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
立
ち
上
げ
間
も
な

い
組
織
に
お
い
て
も
、
今
後
、
集
落
営
農
組

織
が
順
調
に
発
展
し
て
い
け
ば
、
地
域
農
業

や
農
業
経
営
に
対
す
る
効
果
が
さ
ら
に
拡
大
 

経営所得安定対策下における 
農業経営組織の設立等が 

地域農業、農地利用集積等に与える影響 



第2表　集落営農組織の機械利用状況別の構成員所有機械への対応 
（単位：組織） 

（単位：％） 

資料：農林水産政策研究所調べ 
注．重複回答なので各項目の計は合計に一致しない． 

回答 
組織数 

構成員の 
機械を 
処分 

構成員の 
機械を 
買上 

構成員の 
機械を 
借り上げ 

（有償･無償） 

今後は 
個別農家で 
機械更新 
はしない 

特に 
対応して 
いない 

その他 

合計 
 
共同利用を実現 
 
共同利用を基本に補完
的に構成員所有機械を
利用 
 
一部機械で共同利用
を開始 
 
各構成員による作業が
基本 

 69 12 10 16 28 10 6 

 15 6 4 10 5 0 0 
 
 31 6 6 2 10 7 3 
 
 12 0 0 0 8 3 1 

 11 0 0 4 5 0 2

第1表　地域ブロック別にみた地域農業、農業経営への効果 

資料：農林水産政策研究所調べ． 

機械所有の合
理化、共同作
業化による生
産性の向上 

認定農業者
の取り込み等
による若い担
い手の確保 

農地の維持･
保全や農地
の利用集積
の増進 

新規部門導入
等による高齢
者の活用、経
営の安定 

いずれかの
効果あり 

地域農業や
農業経営へ
の目に見えた
効果なし 

北 海 道 100.0 50.0 100.0 0.0 100.0 0.0 

東　　北 69.2 76.9 61.5 61.5 92.3 7.7 

関　　東 66.7 66.7 16.7 50.0 83.3 16.7 

北　　陸 100.0 85.7 71.4 85.7 100.0 0.0 

東　　海 83.3 50.0 66.7 0.0 100.0 0.0 

近　　畿 55.6 55.6 11.1 11.1 55.6 44.4 

中国・四国 81.8 45.5 81.8 36.4 90.9 9.1 

九　　州 80.0 60.0 60.0 13.3 80.0 20.0 

全　　国 76.8 62.3 56.5 34.8 85.5 14.5

し
、
既
に
集
落
営
農
組
織
と
し
て
経
営
実
態

の
あ
る
組
織
と
同
様
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
 

 （２）
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
見
た
影
響
 

　
経
営
所
得
安
定
対
策
の
導
入
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
東
日
本
と
西
日
本
で
生
産
構
造
や
、

経
営
作
目
が
違
う
こ
と
か
ら
、
地
域
別
に
も

違
い
が
出
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
そ
こ
で
、
立
地
す
る
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
、

地
域
農
業
や
農
業
経
営
に
与
え
る
効
果
に
つ

い
て
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
な
地

域
別
の
特
徴
が
み
ら
れ
た（
第
1
表
）
。
 

①
「
機
械
所
有
の
合
理
化
、
共
同
作
業
化
に

よ
る
生
産
性
向
上
」
で
は
、
す
べ
て
の
地

域
で
効
果
が
出
て
い
る
組
織
の
割
合
が
５

割
を
超
え
て
い
る
。
 

②
「
認
定
農
業
者
等
の
取
り
込
み
等
に
よ
る

若
い
担
い
手
の
確
保
」
で
は
、
認
定
農
業

者
を
複
数
取
り
込
ん
で
い
る
組
織
の
多
か

っ
た
東
北
、
関
東
及
び
認
定
農
業
者
の
取

り
込
み
は
少
な
い
が
若
い
兼
業
農
家
の
取

り
込
み
が
多
か
っ
た
北
陸
で
効
果
の
出
て

い
る
組
織
の
割
合
が
高
い
。
 

③
「
農
地
の
維
持
・
保
全
や
農
地
の
利
用
集

積
の
増
進
」
で
は
、
首
都
圏
、
大
阪
圏
を

抱
え
る
関
東
と
近
畿
で
効
果
が
出
て
い
る

組
織
の
割
合
が
低
く
、
中
山
間
地
域
に
立

地
す
る
組
織
の
多
い
中
国
・
四
国
で
効
果

の
出
て
い
る
組
織
の
割
合
が
高
い
。
 

④
「
新
規
部
門
導
入
等
に
よ
る
高
齢
者
の
活

用
、
経
営
の
安
定
」
で
は
、
東
北
、
北
陸

の
米
単
作
地
帯
で
効
果
の
出
て
い
る
組
織

の
割
合
が
高
く
、
西
日
本
で
低
い
。
 

 

4
　
個
別
課
題
ご
と
に
見
た
 

　
　
集
落
営
農
組
織
の
立
 

　
　
ち
上
げ
に
よ
る
影
響
等
 

 （１）
機
械
利
用
の
合
理
化
に
関
す
る
分
析
 

　
調
査
対
象
集
落
営
農
組
織
に
お
け
る
基
幹

３
作
業
の
機
械
所
有
・
利
用
の
状
況
を
見
る

と
、
機
械
の
共
同
利
用
を
実
現
し
て
い
る
組

織
が
15（
22
％
）、
機
械
の
共
同
利
用
が
主
と

な
っ
て
い
る
組
織
が
31（
45
％
）、
機
械
の
共

同
利
用
は
一
部
に
と
ど
ま
る
組
織
が
12
（
17

％
）、構
成
員
所
有
の
機
械
に
よ
り
個
別
に
作

業
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
組
織
が

11（
16
％
）
あ
る（
第
2
表
）
。
ま
た
、
水
稲
作

に
つ
い
て
個
別
機
械
に
よ
る
個
別
作
業
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
組
織
が
22（
32
％
）
あ
る
。
 

　
ま
た
、
新
た
に
集
落
営
農
組
織
を
立
ち
上

げ
つ
つ
も
、
税
制
等
の
関
係
で
前
身
の
機
械

利
用
組
合
等
の
組
織
を
存
続
さ
せ
、
そ
の
機

械
を
リ
ー
ス
で
利
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
30

組
織（
43
％
）
あ
り
、
こ
れ
ら
で
は
複
数
の

組
織
の
経
理
処
理
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
事

務
が
煩
雑
に
な
っ
て
い
る
。
 

　
な
お
、
機
械
の
共
同
利
用
を
基
本
に
補
完

的
に
構
成
員
の
所
有
機
械
を
利
用
し
て
い
る

31
組
織
で
は
、
組
織
立
ち
上
げ
時
に
、
構
成

員
の
機
械
の
処
分
、
買
い
上
げ
、
リ
ー
ス
を

行
っ
た
組
織
が
実
質
で
9（
29
％
）
あ
り
、

機
械
利
用
の
共
同
化
を
進
め
て
い
る
。
残
り

の
組
織
は
具
体
的
な
対
応
を
進
め
て
い
な
い

が
、
10
組
織（
32
％
）
で
、
今
後
の
構
成
員

の
所
有
機
械
に
つ
い
て
更
新
し
な
い
よ
う
に

組
織
内
で
取
り
決
め
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
構
成
員
所
有
機
械
の
利
用
を
基
本

に
一
部
機
械
で
共
同
利
用
を
行
っ
て
い
る
12

組
織
で
も
、
８
組
織（
67
％
）
で
構
成
員
の

所
有
す
る
機
械
を
今
後
更
新
し
な
い
よ
う
組

織
内
で
取
り
決
め
て
い
る
。
 

　
さ
ら
に
、
現
時
点
で
は
構
成
員
所
有
の
機

械
の
み
を
使
っ
て
個
別
作
業
を
基
本
と
し
て

い
る
11
組
織
で
も
、
４
組
織（
36
％
）
で
構

成
員
の
機
械
の
リ
ー
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ

か
、
５
組
織（
45
％
）
で
構
成
員
所
有
の
機

械
を
今
後
更
新
し
な
い
よ
う
決
め
て
い
る
。
 

　
以
上
か
ら
、今
後
は
、多
く
の
組
織
で
機
械
の

共
同
利
用
が
進
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
 

 （２）
農
地
の
利
用
集
積
に
関
す
る
分
析
 

　
集
落
内
農
地
に
対
す
る
集
落
営
農
組
織
の

動向解析 



第5図　農地の利用集積率別にみた集落営農組織の割合 

（単位：組織，%） 
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資料：農林水産政策研究所調べ． 
注（1）農地集積率＝利用集積面積（経営面積＋農作業受託面積）／集落農地面積． 
　（2）図中の数値は，組織数の実数． 

資料：農林水産政策研究所調べ． 
注．（　）は「地域に認定農業者なし」「小計」の（　）は合計に対する割合，それ以外の（　）は「小計」に対する割合． 

第3表　地域の認定農業者加入状況別にみた集落営農の内訳 

～30％　　　30～50％　　　50～70％　　　70～90％　　　90％～ 

地域に 
認定農業者 
なし 

集落営農 
参加認定 
農業者なし 

集落営農 
参加認定 
農業者あり 

小計 
合計 

地域に認定農業者がいる 

認定参加人数別農業者 

１人 2～5人 6人以上 

全　　国 69 11 （15.9） 58 （84.1） 8 （13.8） 50 （86.2） 13 （22.4） 22 （37.9） 15 （25.9） 

北 海 道 2 0 （－） 2 （100.0） 0 （－） 2 （100.0） 0 （－） 2 （100.0） 0 （－） 

東　　北 13 1 （7.7） 12 （92.3） 0 （－） 12 （100.0） 0 （－） 7 （58.3） 5 （41.7） 

関　　東 6 0 （－） 6 （100.0） 0 （－） 6 （100.0） 2 （33.3） 4 （66.7） 0 （－） 

北　　陸 7 2 （28.6） 5 （71.4） 4 （80.0） 1 （20.0） 1 （20.0） 0 （－） 0 （－） 

東　　海 6 2 （33.3） 4 （66.7） 1 （25.0） 3 （75.0） 2 （50.0） 1 （25.0） 0 （－） 

近　　畿 9 3 （33.3） 6 （66.7） 2 （33.3） 4 （66.7） 1 （16.7） 3 （50.0） 0 （－） 

中国・四国 11 3 （27.3） 8 （72.7） 0 （－） 8 （100.0） 6 （75.0） 2 （25.0） 0 （－） 

九　　州 15 0 （－） 15 （100.0） 1 （6.7） 14 （93.3） 1 （6.7） 3 （20.0） 10 （66.7） 

農
地
集
積
率
（
利
用
集
積
面
積
／
集
落
農
地

面
積
）
を
見
る
と
、
集
積
率
50
％
以
上
の
組

織
が
調
査
対
象
集
落
営
農
組
織
の
65
％
を
占

め
る
ほ
か
、
集
積
率
90
％
以
上
の
組
織
も
19

％
見
ら
れ
る（
第
5
図
）
。
 

　
こ
れ
に
、
第
1
表
で
農
地
の
維
持
・
保
全
、

農
地
の
利
用
集
積
の
増
進
効
果
が
出
て
い
る

集
落
営
農
組
織
が
全
体
で
６
割
弱
あ
る
こ
と

等
も
踏
ま
え
れ
ば
、
今
回
の
経
営
所
得
安
定

対
策
導
入
を
契
機
と
し
た
集
落
営
農
組
織
の

立
ち
上
げ
に
よ
り
、
農
地
の
利
用
集
積
（
特

に
面
的
集
積
効
果
）
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
進

展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
他
方
で
、
認
定
農
業
者
が
引
き
受
け
た
が

ら
な
か
っ
た
り
、
高
齢
化
し
た
認
定
農
業
者

が
手
放
し
た
条
件
の
悪
い
農
地
が
集
落
営
農

組
織
に
集
ま
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。
 

　
集
落
営
農
組
織
に
つ
い
て
、
農
用
地
利
用

改
善
団
体
の
設
立
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な

い
が
、
調
査
対
象
集
落
営
農
組
織
の
６
割
に

お
い
て
農
用
地
利
用
改
善
団
体
が
設
立
済
み

ま
た
は
設
立
予
定
・
検
討
中
と
な
っ
て
お
り
、

土
地
持
ち
非
農
家
も
含
め
た
こ
の
組
織
が
、

農
地
利
用
調
整
の
面
で
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
地
域
が
多
い
。
 

　
一
方
、
農
用
地
利
用
改
善
団
体
を
立
ち
上

げ
ら
れ
て
い
な
い
地
域
で
は
、
そ
の
理
由
と

し
て
、
農
地
の
権
利
関
係
が
複
雑
過
ぎ
る
こ

と
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
集
落
営
農
組
織
の
立
ち
上
げ
及
び

そ
の
後
の
運
営
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

農
業
経
営
に
専
念
し
て
い
る
者
で
は
な
く
、

J
A
、
市
町
村
、
企
業
の
Ｏ
Ｂ
等
や
現
職
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
組
織
が
相
当
数
見
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
（
調
査
の
過
程
で
判
明
し
て

い
る
だ
け
で
、
J
A
、
市
町
村
、
企
業
の
Ｏ
Ｂ

等
が
役
員
等
に
な
っ
て
い
る
組
織
が
34
組
織
、

ほ
か
に
現
職
が
役
員
等
に
な
っ
て
い
る
組
織

が
18
組
織
）。
経
理
技
術
や
行
政
等
の
知
識
・

経
験
、
関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ
を
有
す
る
地

域
の
「
人
材
」
が
農
用
地
利
用
調
整
の
面
で

も
実
質
的
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
見
ら
れ
、
今
後
は
、
こ
う
し
た
「
人
材
」

の
発
掘
と
組
織
化
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
他
方
、
認
定
農
業
者
で
は
、
集
落
営
農
組

織
に
お
け
る
農
用
地
利
用
改
善
団
体
の
よ
う

な
利
用
集
積
装
置
を
持
た
ず
、
個
別
の
努
力

に
よ
る
取
組
の
限
界
も
あ
る
の
で
、
農
地
の

利
用
集
積
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ
と
や
分

散
錯
圃
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
例
が
多
数
見

ら
れ
た
。
 

 （３）　
認
定
農
業
者
と
集
落
営
農
組
織
 

　
と
の
関
係
に
関
す
る
分
析
 

　
本
調
査
の
対
象
集
落
営
農
組
織
の
う
ち
、

そ
の
組
織
が
立
地
し
て
い
る
地
域
内
に
認
定

農
業
者
が
い
る
と
回
答
し
た
組
織
は
58
組
織

（
84
％
）
あ
る（
第
3
表
）
。
 

　
こ
の
う
ち
、
東
北
、
関
東
、
中
国
・
四
国

で
は
、
対
象
集
落
営
農
組
織
す
べ
て
に
認
定

農
業
者
が
加
入
し
て
い
る
。
 

　
特
に
、
東
北
の
集
落
営
農
組
織
（
12
組
織
）

で
は
、
少
な
く
と
も
２
人
以
上
の
認
定
農
業

者
が
参
加
（
平
均
7
･
0
人
参
加
）
し
て
お

り
、
そ
の
多
く
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
組

織
の
中
心
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
県
や

J
A
か
ら
の
聞
き
取
り
で
は
、
東
北
地
方
に

は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
規
模
要
件
を
満

た
せ
な
い
米
を
経
営
の
中
心
と
し
た
認
定
農

業
者
が
多
く
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
経

営
所
得
安
定
対
策
に
加
入
す
る
た
め
に
、
集

落
営
農
組
織
を
立
ち
上
げ
て
参
加
し
た
例
が

多
い
と
の
報
告
が
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
を

裏
付
け
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
関
東
の
集
落
営
農
組
織
（
６
組
織
）

で
は
、
東
北
の
集
落
営
農
組
織
に
比
べ
て
参

加
す
る
認
定
農
業
者
の
数
が
少
な
い
も
の
の

平
均
で
2
・
7
人
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
の

経
営
作
目
を
見
る
と
米
以
外
の
施
設
園
芸
、

畜
産
、
野
菜
、
花
き
等
を
経
営
の
中
心
と
し
 



資料：農林水産政策研究所調べ． 
第6図　地域別にみた集落営農組織の経営への米の取り込み状況 
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動向解析 

て
い
る
認
定
農
業
者
の
参
加
の
割
合
（
16
人

中
14
人
、
米
中
心
は
１
人
）
が
高
い
。
 

　
他
方
、
中
国
・
四
国
地
方
の
集
落
営
農
組

織
（
８
組
織
）
で
は
、
認
定
農
業
者
の
参
加

し
て
い
る
組
織
数
は
多
い
が
、
参
加
し
て
い

る
人
数
は
少
な
く（
平
均
で
1
・
5
人
）、認
定

農
業
者
が
１
人
だ
け
参
加
し
、
組
織
の
代
表

や
基
幹
的
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
中
心
的
な
存

在
で
あ
っ
た
り
す
る
組
織
が
多
い
（
６
組
織
）
。
 

　
こ
れ
に
対
し
て
、
兼
業
農
家
に
よ
る
全
員

参
加
型
の
集
落
営
農
組
織
が
こ
れ
ま
で
も
多

か
っ
た
北
陸
で
は
、
地
域
内
に
認
定
農
業
者

が
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
者
が
参
加
し
な
い
で

集
落
営
農
組
織
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
地

域
が
８
割
を
占
め
て
い
る
（
た
だ
し
、
30
歳

代
、
40
歳
代
の
若
い
兼
業
農
家
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
確
保
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
）
。
 

　
な
お
、
集
落
営
農
組
織
と
そ
れ
に
非
参
加

の
認
定
農
業
者
と
が
地
域
内
に
併
存
し
て
い

る
集
落
営
農
組
織
が
42
組
織
（
全
体
の
61
％
）

あ
る
が
、
集
落
営
農
組
織
立
ち
上
げ
に
伴
う

認
定
農
業
者
へ
の
貸
し
付
け
農
地
・
委
託
作

業
の
返
還
事
例
は
、
認
定
農
業
者
調
査
も
含

め
た
67
事
例
中
３
事
例
で
あ
っ
た
。
 

 
 
 
 
 

（４）
経
営
作
目
の
変
化
に
関
す
る
分
析
 

　
本
調
査
の
対
象
組
織
で
は
、
米
を
経
営
に

含
ま
な
い
組
織
は
10
組
織
の
み
で
あ
る
が
、

米
を
経
営
に
含
む
そ
の
他
59
組
織
に
つ
い
て

も
、
離
農
者
の
農
地
の
引
き
受
け
等
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
組
織
が
12
組
織
あ
り
、
ま
た
、

こ
れ
に
米
の
面
積
ベ
ー
ス
で
の
経
営
へ
の
取

り
込
み
は
十
分
行
え
て
い
る
も
の
の
、
稲
作

作
業
の
共
同
化
を
実
現
で
き
て
い
な
い
組
織

を
加
え
る
と
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
 

　
こ
れ
を
地
域
別
に
見
て
み
る
と
、
北
海
道
、

北
陸
、
東
海
、
中
国
・
四
国
で
は
、
米
に
関

し
て
、
面
積
ベ
ー
ス
で
の
経
営
へ
の
取
り
込

み
、
共
同
作
業
の
実
施
が
十
分
に
行
わ
れ
て

い
る
集
落
営
農
組
織
が
多
い
の
に
対
し
て
、

東
北
、
関
東
、
近
畿
、
九
州
で
は
、
米
の
面

積
ベ
ー
ス
で
の
取
り
込
み
や
共
同
作
業
が
不

十
分
な
組
織
が
多
い（
第
6
図
）
。
 

　
集
落
営
農
組
織
で
は
、
18
〜
19
年
度
に
は

組
織
の
立
ち
上
げ
に
忙
殺
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
基
幹
的
作
物
の
作
付
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
、
と
り
あ
え
ず
現
状
維
持
と
い
う

と
こ
ろ
が
多
い
。
 

　
し
か
し
、
法
人
化
に
向
け
て
集
落
営
農
組

織
と
し
て
の
収
益
性
を
上
げ
た
り
、
作
業
の

効
率
化
に
よ
っ
て
ゆ
と
り
が
出
る
高
齢
者
等

の
働
き
場
や
生
き
甲
斐
を
提
供
す
る
た
め
、

野
菜
、
園
芸
作
物
、
花
き
等
の
新
規
作
物
の

導
入
や
加
工
・
直
売
等
を
実
施
・
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
多
く（
69
組
織

中
43
組
織
）、
今
後
経
営
作
目

の
転
換
の
動
き
が
顕
著
に
な
っ

て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
特

に
、
稲
作
依
存
度
の
高
い
東
北
・

北
陸
地
方
で
は
、
90
％
の
組
織

で
、
複
合
化
を
中
心
に
多
角
化

を
既
に
行
っ
た
り
、
今
後
志
向

し
た
り
し
て
い
る（
20
組
織
中

18
組
織
）。 

　
他
方
、
北
海
道
の
畑
作
地
帯

で
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の

導
入
に
よ
る
影
響
等
に
よ
り
、

①
17
〜
18
年
産
に
お
け
る
過
去

実
績
拡
大
を
目
的
と
し
た
大
豆

の
作
付
面
積
の
増
加
と
19
年
産

に
お
け
る
同
作
付
面
積
の
減
少
、

②
19
年
産
に
お
け
る
小
豆
等
他

の
豆
類
の
作
付
面
積
の
増
加
、

③
春
播
き
小
麦
を
中
心
と
し
た

小
麦
の
作
付
面
積
の
減
少
と
野

菜
等
へ
の
転
換
等
が
起
き
て
い
る

　（５）

。
 

　
こ
の
ほ
か
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
導
入

を
契
機
と
し
た
集
落
営
農
組
織
の
立
ち
上
げ

が
経
営
作
目
に
与
え
る
影
響
と
し
て
、
団
地

化
、
ブ
ロ
ッ
ク
化
の
進
展
や
技
術
の
標
準
化
に

よ
る
品
質
の
向
上
や
安
定
化
が
考
え
ら
れ
る
。
 

　
今
後
、
多
く
の
水
田
地
帯
で
、
個
別
農
家

が
生
産
調
整
へ
の
対
応
等
の
た
め
に
行
っ
て

い
た
小
麦
や
大
豆
の
生
産
が
、
集
落
営
農
組

織
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ

の
た
め
、
団
地
化
・
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
化
さ
れ
、
共
同
作
業
の
下
で
生
産
さ
れ

る
小
麦
や
大
豆
が
増
加
し
、
生
産
性
の
向
上

と
と
も
に
品
質
の
安
定
化
が
期
待
さ
れ
る
。
 

　
今
回
の
調
査
対
象
集
落
営
農
組
織
の
う
ち
、

39
組
織（
57
％
）
で
既
に
団
地
化
・
ブ
ロ
ッ

ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
化
が
行
わ
れ
て
お
り
、

13
組
織（
19
％
）
で
組
織
立
ち
上
げ
を
機
に

従
来
か
ら
の
小
麦
・
大
豆
等
の
生
産
を
団
地

化
・
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
化
し
た
り

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
 

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
化
の
予
定
が
な
い
組
織
は
、
既
に
団
地

化
だ
け
は
行
っ
て
い
る
組
織
も
含
め
て
17
組

織（
25
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
集
落
営
農
組
織
に
お
い
て
は
、
同

じ
技
術
（
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
集
落
内
で
高

い
方
の
技
術
水
準
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
）
で
生
産
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
品

質
の
向
上
と
均
一
化
に
つ
い
て
も
期
待
さ
れ

る
。
 

 



第4表　調査対象集落営農組織の実績と法人化の割合 

資料：農林水産省調べ． 
注．図中の数値は組織数の実数． 

第7図　調査対象集落営農組織の経営規模に関する意向 

分割視野 

現状維持 

統合相手 
なし 

統合視野 
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90 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0
30ha未満 30～50ha

31

3

6

11
14

1

1

2

50ha以上 

実数 法人 非法人 米政策 
前に 
法人化 

米政策 
で 
法人化 

経営 
安定で 
法人化 

 9 － － － － 100.0 

 2 － － － － 100.0 

 3 － － － － 100.0 

 9 － － － － 100.0 

 23 30.4 4.3 13.0 13.0 69.6 

 16 43.8 6.3 31.3 6.3 56.3 

 7 57.1 0.0 57.1 0.0 42.9

共有 
機械 
なし 共同 

計算 
なし 

共同 
計算 
あり 

個別作業中心 

共同作業中心 

共同作業中心 

オペレーター 
　　作業中心 

共同作業中心 

オペレーター 
　　作業中心 

共有 
機械 
あり 

担い手組織による作業 

資料：農林水産政策研究所調べ． 

（単位：組織，%） 

（５）
適
正
規
模
の
実
現
に
関
す
る
分
析
 

　
多
く
の
集
落
営
農
組
織
で
、
18
〜
19
年
度

は
、
組
織
の
立
ち
上
げ
に
忙
殺
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
大
半
の
組
織
が
経
営
規
模
に
つ
い
て

も
現
場
維
持
の
意
向
を
有
し
て
い
る
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
対
象
集
落

営
農
組
織
の
利
用
集
積
面
積
規
模
の
現
状
と

今
後
の
意
向
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
と
、
以

下
の
と
お
り
、
面
積
規
模
に
よ
り
違
い
が
あ

る（
第
7
図
）
。
 

　
利
用
集
積
面
積
規
模
が
30 
ha
未
満
の
組
織

（
40
組
織
）
で
は
、
収
益
が
十
分
で
な
い
と

の
意
識
が
強
く
、
園
芸
作
物
等
の
複
合
部
門

の
導
入
・
拡
大
を
考
え
て
い
る
組
織（
16
組

織
）
や
隣
接
組
織
等
と
の
統
合
を
視
野
に
入

れ
て
い
る
組
織（
６
組
織
）、
統
合
し
た
い
が

相
手
が
い
な
い
組
織（
３
組
織
）
が
あ
る
。
 

　
利
用
集
積
面
積
規
模
30
〜
50 
ha
の
13
組
織

に
つ
い
て
は
、
２
組
織
が
統
合
を
視
野
に
入

れ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
面
的
範
囲
拡
大
の

意
向
は
強
く
な
い
（
40
〜
50 
ha
規
模
の
場
合
、

７
組
織
の
う
ち
５
組
織
が
複
数
集
落
を
対
象

に
設
立
さ
れ
て
お
り
、
単
一
集
落
を
超
え
て

規
模
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
担
い
手
を
確
保
）
。

ま
た
、
こ
の
階
層
で
は
、
複
合
部
門
の
導
入

を
含
め
、
直
売
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
加
工

と
い
っ
た
経
営
の
多
角
化
を
目
指
す
（
７
組

織
）
傾
向
が
強
い
。
 

　
利
用
集
積
面
積
規
模
50 
ha
以
上
の

16
組
織
に
つ
い
て
は
、
分
割
の
可
能

性
が
あ
る
事
例
が
現
れ
る
（
１
組
織

・・
現
在
64 
ha
だ
が
法
人
化
を
目
指
す

に
は
大
き
過
ぎ
な
い
規
模
が
適
性
と

の
判
断
）。
ま
た
、
2
0
0
ha
を
超

え
る
大
規
模
組
織
（
４
組
織
）
の
場

合
に
は
、
機
械
利
用
組
合
、
集
落
ご

と
の
作
業
班
等
の
下
部
組
織
を
抱
え

る
一
方
で
、
個
別
農
家
に
よ
る
作
業

を
広
範
に
残
し
た
り
、
作
業
班
ご
と

に
営
農
が
異
な
っ
て
い
る
な
ど
、
組

織
と
し
て
の
一
体
性
が
ま
だ
十
分
で

な
い
組
織
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
従

前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
規
模
の
組

織
で
あ
り
、
効
率
的
な
運
営
が
ど
の

よ
う
に
図
ら
れ
て
い
く
の
か
、
今
後

の
展
開
に
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
 

　
適
性
規
模
を
考
え
る
上
で
は
、
併
せ
て
検

討
し
て
お
く
べ
き
は
、
主
た
る
従
事
者
の
所

得
水
準
と
集
落
営
農
組
織
の
経
営
規
模
と
の

関
係
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
既
存
の
統
計
や

今
回
の
調
査
対
象
で
あ
る
岩
手
、
愛
媛
、
福

岡
、
佐
賀
の
６
集
落
営
農
組
織
の
事
例
を
用

い
て
分
析
を
行
っ
た

　（６）

。
こ
の
分
析
結
果
に

よ
る
と
、
 

①
賃
金
は
、経
営
面
積
や
作
付
面
積
規
模
よ

り
も
、組
織
形
態
と
し
て
法
人
組
織
か
任

意
組
織
な
の
か
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
 

②
稲
作
を
ど
の
程
度
取
り
込
め
る
か
が
、
賃

金
支
払
額
に
影
響
す
る
 

③
稲
作
を
取
り
込
ん
だ
集
落
営
農
組
織
の
場

合
で
も
30 
ha
規
模
で
は
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
が
働
く
に
は
十
分
で
な
い
 

と
い
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
 

 （６）
組
織
の
法
人
化
に
関
す
る
分
析
 

　
調
査
対
象
集
落
営
農
組
織
の
う
ち
法
人
は

18
組
織
（
全
体
の
26
％
）
あ
る
。
こ
の
う
ち

平
成
15
年
の
米
政
策
改
革
以
前
に
法
人
化
し

た
も
の
が
２
組
織
、
米
政
策
改
革
を
背
景
と

し
て
法
人
化
し
た
も
の
が
12
組
織
、
経
営
所

得
安
定
対
策
を
契
機
に
法
人
化
し
た
も
の
が

４
組
織
あ
り
、
調
査
対
象
で
は
普
及
組
織
の

指
導
を
含
め
た
政
策
変
化
の
影
響
が
大
き
い
。
 

　
集
落
営
農
組
織
に
お
け
る
共
同
営
農
の
程

度
と
法
人
化
と
の
関
係
を
み
る
と
、
経
営
体

と
し
て
の
実
体
が
整
備
さ
れ
、
し
か
も
特
定

の
担
い
手
に
作
業
が
集
中
さ
れ
る
体
制
が
と

ら
れ
る
ほ
ど
、
法
人
化
す
る
傾
向
が
強
い（
第

4
表
）
。
 

　
他
方
、
調
査
対
象
の
非
法
人
51
組
織
で
は
、

法
人
化
に
積
極
的
な
組
織
が
19
組
織（
全
体

の
28
％
）、
消
極
的
な
組
織
が
32
組
織（
同

48
％
）
あ
る
。
 

　
法
人
組
織
で
は
、
法
人
化
し
た
理
由
や
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
農
地
の
購
入
・
借
地
が
組

織
と
し
て
で
き
る
こ
と
、
経
営
の
責
任
を
明

確
化
で
き
る
こ
と
、
後
継
者
の
確
保
が
期
待

で
き
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

　
こ
れ
に
対
し
て
、
非
法
人
の
う
ち
、
法
人

化
に
積
極
的
な
組
織
で
も
、
借
地
が
で
き
る

こ
と
、
内
部
留
保
が
で
き
る
こ
と
、
組
織
を
 



動向解析 

制
度
に
基
づ
く
恒
久
的
な
も
の
と
で
き
る
こ

と
等
を
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
て

い
る
が
、
法
人
化
に
向
け
た
課
題
と
し
て
、

十
分
な
収
益
の
確
保
が
多
く
の
組
織
で
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
 

　
他
方
で
、
法
人
化
に
消
極
的
な
組
織
で
は
、

役
員
報
酬
や
給
与
の
支
払
い
、
消
費
税
・
法

人
税
、
税
務
専
門
家
へ
の
報
酬
等
を
支
払
う

だ
け
の
十
分
な
収
益
を
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と

を
、
法
人
化
を
当
面
考
え
ら
れ
な
い
理
由
と

し
て
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
さ
ら
に
、

組
織
と
し
て
の
共
有
機
械
を
持
た
な
い
組
織

も
多
く
、「（
法
人
化
の
前
に
）
機
械
の
整
備

か
ら
組
織
化
を
始
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
す

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
組
織
の
実
態
に
よ
っ
て

は
、「
任
意
組
合
の
ま
ま
で
十
分
」
と
の
判

断
が
な
さ
れ
て
い
る
組
織
も
あ
る
。
 

　
以
上
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
集
落
営
農

組
織
の
法
人
化
に
は
、
機
械
施
設
の
所
有
や

農
作
業
・
農
地
利
用
の
集
積
に
よ
る
組
織
と

し
て
の
内
実
の
確
保
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
賃
金

等
の
支
払
い
に
見
合
う
十
分
な
収
益
の
確
保

等
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
 

　
ま
た
、
集
落
営
農
組
織
は
集
落
の
農
地
を

守
る
た
め
の
組
織
と
い
う
位
置
付
け
の
と
こ

ろ
も
多
く
、
収
益
性
の
向
上
だ
け
で
な
く
、

組
織
を
恒
常
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
法
人

化
を
図
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
こ
と
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 

5
　
ま
と
め
 

 　
以
上
、
個
別
課
題
ご
と
に
、
経
営
安
定
対

策
の
導
入
を
機
に
し
た
集
落
営
農
組
織
の
設

立
等
が
、
地
域
農
業
や
農
地
の
利
用
集
積
等

に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
か
見
て
き
た

が
、
最
後
に
、
初
年
度
で
あ
る
19
年
度
の
調

査
・
分
析
の
結
果
を
整
理
す
る
。
 

①
集
落
営
農
組
織
の
設
立
や
法
人
化
に
向
け

た
取
組
に
よ
り
、
構
成
員
の
小
型
農
業
機

械
の
更
新
が
止
ま
り
コ
ス
ト
が
低
減
す
る

可
能
性
の
高
い
組
織
が
多
数
見
受
け
ら
れ

た
（
８
割
強
）
。
特
に
、
母
体
と
な
る
前

身
組
織
の
あ
っ
た
組
織
ほ
ど
機
械
の
共
同

利
用
や
共
同
作
業
が
進
ん
で
い
る
傾
向
が

あ
る
。
ま
た
、
収
益
の
最
大
化
、
労
働
力

の
適
正
配
分
の
た
め
、
経
営
作
目
の
多
角

化
が
実
施
、
あ
る
い
は
検
討
さ
れ
て
い
る

組
織
も
多
数
見
受
け
ら
れ
た（
６
割
強
）。 

②
集
落
営
農
組
織
に
つ
い
て
、
多
く
の
集
落

を
含
む
2
0
0
ha
を
超
え
る
よ
う
な
大
規

模
経
営
で
は
、集
落
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る

営
農
に
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、経
営
の
一

体
性
の
確
保
が
難
し
く
、
他
方
、
30 
ha
未

満
の
経
営
規
模
で
は
、
経
営
の
安
定
の
た

め
に
規
模
拡
大
や
多
角
化
が
必
要
と
認
識

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
 

③
経
営
が
安
定
す
る
見
込
み
が
な
い
組
織
で

は
法
人
化
に
向
け
た
取
組
が
消
極
的
で
あ

り
、
ま
た
、
機
械
の
共
同
利
用
や
共
同
作

業
が
進
ん
で
い
る
ほ
ど
、
法
人
化
に
積
極

的
と
い
う
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
本
稿
で
は
割
愛
し
た
が
、
次

の
2
点
が
、
関
係
者
や
集
落
営
農
組
織
の
代

表
者
等
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
で
確
認
さ
れ
た
。
 

①
認
定
農
業
者
を
取
り
込
ん
だ
集
落
営
農
組

織
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
組
織
が
維
持

で
き
な
く
て
も
、
結
果
と
し
て
認
定
農
業

者
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
が
促
進
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。
 

②
逆
に
認
定
農
業
者
不
在
の
集
落
で
設
立
さ

れ
た
集
落
営
農
組
織
に
つ
い
て
は
、
組
織

が
維
持
で
き
な
け
れ
ば
、当
該
地
域
で
の
担

い
手
の
消
失
、農
業
の
維
持
困
難
と
い
う
事

態
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
 

 

注
（1）
経
営
所
得
安
定
対
策
へ
の
加
入
者
は
、
認
定
農
業

者
ま
た
は
任
意
組
織
の
集
落
営
農
組
織
で
あ
り
、

法
人
化
し
た
集
落
営
農
組
織
は
認
定
農
業
者
と
し

て
対
策
に
加
入
し
て
い
る
た
め
、
認
定
農
業
者
と

し
て
補
足
さ
れ
て
い
る
。
平
成
19
年
産
で
経
営
所

得
安
定
対
策
に
加
入
申
請
を
行
っ
た
集
落
営
農
組

織
の
総
数
に
つ
い
て
は
、
加
入
し
た
任
意
組
織
数

5，
　

3
8
6
に
、
便
宜
上
、
19
年
９
月
末
現
在
の

特
定
農
業
法
人
数
6
1
6
を
加
え
た
も
の
を
対
策

に
加
入
し
た
集
落
営
農
組
織
数
と
し
て
い
る
。
こ

の
他
に
、
特
定
農
業
法
人
で
は
な
い
法
人
化
し
て

い
る
集
落
営
農
組
織
が
存
在
し
、
同
対
策
に
加
入

し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
数
を
把
握
で
き

な
い
た
め
に
、
こ
こ
で
は
加
算
し
て
い
な
い
。
 

　
（2）
安
藤
光
義
編
著
『
集
落
営
農
の
持
続
的
な
発
展
を

目
指
し
て
』
（
全
国
農
業
会
議
所
、
2
0
0
6
年
）

で
は
、
「
集
落
営
農
の
発
祥
の
経
緯
か
ら
も
、
こ

れ
ま
で
の
集
落
営
農
の
優
良
事
例
は
西
日
本
を
中

心
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
多

く
は
担
い
手
枯
渇
地
域
の
集
落
営
農
」
で
あ
っ
た

こ
と
を
紹
介
し
、
「
個
別
の
担
い
手
が
展
開
し
て

い
る
よ
う
な
地
域
で
は
集
落
ぐ
る
み
型
の
集
落
営

農
は
も
と
も
と
馴
染
ま
な
い
」
と
し
て
、
「
現
在
、

経
営
所
得
安
定
対
策
に
対
応
す
る
べ
く
集
落
営
農

の
設
立
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
東
日
本
」
の

事
例
を
数
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
 

　
（3）
こ
こ
で
分
析
す
る
各
効
果
に
つ
い
て
は
、
調
査
対

象
者
に
選
択
肢
を
設
け
て
回
答
し
て
も
ら
っ
た
結

果
で
は
な
く
、
自
由
回
答
か
ら
整
理
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
具
体
的
に
定
義
し
て
、

で
き
る
だ
け
客
観
的
に
整
理
を
行
っ
た
。
 

①
　

機
械
所
有
の
合
理
化
、
共
同
作
業
化
に
よ
る
生

産
性
向
上
 

組
織
の
立
ち
上
げ
や
発
展
を
機
に
、
個
別
農
家
の

機
械
の
処
分
、
個
別
農
家
が
所
有
す
る
機
械
の
更

新
中
止
の
取
り
決
め
が
行
わ
れ
た
上
で
、
 i）
組
織

に
よ
る
大
型
機
械
の
購
入
、
 ii）
組
織
を
構
成
す
る



農
家
、
既
存
の
機
械
利
用
組
合
、
J
A
等
か
ら
の

リ
ー
ス
の
い
ず
れ
か
が
行
わ
れ
、
共
同
作
業
が
本

格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
 

②
　

認
定
農
業
者
の
取
り
込
み
等
に
よ
る
若
い
担
い

手
の
確
保
 

組
織
の
立
ち
上
げ
や
発
展
を
機
に
、
 i）
認
定
農
業

者
の
組
織
内
へ
の
取
り
込
み
、
 ii）
二
世
代
に
わ
た

る
就
農
の
実
現
、
 iii）
新
規
雇
用
等
の
い
ず
れ
か
に

よ
り
、
50
歳
未
満
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
確
保
さ
れ

た
ケ
ー
ス
 

③
　

農
地
の
維
持
・
保
全
や
農
地
の
利
用
集
積
の
増

進
 

組
織
の
立
ち
上
げ
や
発
展
を
機
に
、
 i）
農
地
の
利

用
集
積
、
連
坦
化
が
大
き
く
進
展
、
 ii）
リ
タ
イ
ア

す
る
農
家
か
ら
の
農
地
の
供
給
増
に
耐
え
ら
れ
る

体
制
の
整
備
、
 iii）
既
存
の
耕
作
放
棄
地
の
解
消
等

の
い
ず
れ
か
が
実
現
し
た
と
評
価
さ
れ
る
ケ
ー
ス
 

④
　

新
規
経
営
部
門
の
導
入
等
に
よ
る
高
齢
者
の
活

用
及
び
経
営
の
安
定
 

組
織
の
立
ち
上
げ
や
発
展
を
機
に
、
余
剰
労
働
力

の
活
用
や
経
営
の
安
定
の
た
め
に
、
 i）
複
合
部
門

の
強
化
・
新
規
導
入
、
 ii）
加
工
・
直
売
等
へ
の
取

組
の
強
化
・
開
始
（
具
体
的
な
予
定
も
含
む
）
の

い
ず
れ
か
が
行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
 

　
（4）
こ
こ
で
、「
既
に
集
落
営
農
と
し
て
経
営
」
と
は
、

18
年
以
前
か
ら
、
集
落
営
農
組
織
と
し
て
の
実
態

が
あ
っ
た
組
織
の
こ
と
で
あ
り
、
「
前
身
組
織
あ

り
で
立
ち
上
げ
」
と
は
、
18
年
以
前
か
ら
、
機
械

利
用
組
合
、
営
農
組
合
、
受
託
組
織
等
何
ら
か
の

組
織
的
な
取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
、
18
年
以
降
、

そ
れ
を
母
体
と
し
て
集
落
営
農
組
織
と
し
て
立
ち

上
げ
ら
れ
た
組
織
で
あ
り
、
「
前
身
組
織
な
し
で

立
ち
上
げ
」
は
、
こ
れ
ま
で
組
織
的
な
取
組
が
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
組

織
の
こ
と
で
あ
る
。
 

　
（5）
こ
う
し
た
動
向
は
、
経
済
合
理
的
に
動
く
農
家
の

行
動
を
考
慮
し
た
サ
プ
ラ
イ
・
レ
ス
ポ
ン
ス
モ
デ

ル
に
よ
る
北
海
道
畑
作
地
帯
の
作
付
面
積
の
変
化

に
関
す
る
試
算
結
果
と
も
整
合
し
て
い
る
（
川
崎

賢
太
郎
「
品
目
横
断
政
策
が
北
海
道
畑
作
農
業
に

及
ぼ
す
影
響
¦S

u
p
p
ly
 
R
esp
on
se 
M
od
el

に
よ

る
分
析
¦
」
（
2
0
0
8
年
度
日
本
農
業
経
済
学

会
大
会
口
頭
報
告
）
。
 

　
（6）
香
月
敏
孝
「
主
た
る
従
事
者
の
所
得
水
準
と
集
落

営
農
規
模
と
の
関
係
」
（
農
林
水
産
政
策
研
究
所

「
農
林
水
産
政
策
研
究
」
掲
載
予
定
）
。
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本
調
査
・
分
析
は
、
以
下
の
プ
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ク
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行
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担
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。
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